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連絡票の
統一 情報提供

書の統一

消防隊と
意見交換

死亡場所
の分析



１.めざすべき姿

安城市看取り体制のめざす姿

「本人が望む場所で、自分らしく最期まで
今を生きる」

２.現状分析・課題抽出・施策立案

（１）事例検討

（２）アンケート調査
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２.（１）事例検討

•実際の看取り事例（在宅２事例、施設２事例）

について、各部会より事例からみえる課題等の

意見を抽出

•各部会からの意見を分析するため「看取り検討

部会」を発足

•２回のグループワークを中心とした会議におい

て、４つの課題と具体的目標、目指す姿の達成

に必要な要素を抽出し、目的達成のための手段

や方法についてまとめた





２.（２）アンケート調査

２０２０（令和２）年６月～７月に、各専門職部
会を対象にした看取りと多職種連携に関するアン
ケート調査を実施

• 看取りに関する調査結果では、専門職がアドバン
ス・ケア・プランニング（ACP）の理解が不充分な
まま意思決定に関する話し合いを行っている現状
などが示唆された

• 多職種連携に関する調査結果では、想定よりも顔
の見える関係が出来ていないこと等が明らかに
なった

結果を２０２０年１１月の地域ケア推進会議にて
報告



調査結果からの主な課題

•専門職によるACPの理解不足

•顔の見える関係が充分ではない

•入退院時の情報提供が適宜、適切に行えていない

•退院時の連携で問題点の共有など、在宅側の
フィードバック不足もあり、病院側と在宅側で認
識の相違がある



３．対応策の実施

（１）相談支援

（２）普及啓発

（３）情報共有の支援

（４）研修



３.（１）相談支援
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2020年度 月別相談件数

・平均相談件数 15.1件/月
・地区別では、安城南地区が一番多かった
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相談者の内訳
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地区別の相談内訳
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・相談内容の内訳は訪問診療に関連す

る内容が増加傾向にある（4%増加）

中でも東山地区と南地区が多い傾向

・市外からの相談は昨年とほぼ同じ



３.（２）普及啓発

•コロナ禍により、計画していた地域住民向けの
講演会等は全て中止

•小学生向け認知症サポーター養成講座のため
に、劇団サルビー見守り隊が良い対応・悪い対
応の動画を作成



ACP作業部会

• ACPの推進と普及啓発を図っていく事を目的に
ACPに理解の深い専門職をメンバーとして発足

•高齢福祉課と在宅医療サポートセンターが事務
局を務める

•専門職の理解を深めるため、ACPのマニュアル
等の作成や、価値観を情報共有するシートや
ノート等のツール作成を目指す



３.（３）情報共有の支援

•コロナ禍によりICT活用の重要性が高まる

•研修会の開催等を通じ、サルビー見守りネット
だけでなく、ビデオ通話アプリZoomの活用も
推進

•訪問看護ネットワークのリモート会議の開催を
支援



３.（４）研修
日時 テーマ 方法 内容

2020年7月22日
7月31日

オンライン研修会
（Zoom使用）

集合型研修
Zoomの導入研修
を同じ内容で2回
実施。

2020年12月12日
ICT活用研修会
～COVID19時代の
多職種連携～

オンライン
（Zoom使用）

ICTを活用したACP
と、ICTを活用し
たオンライン調整
会議について。

2021年1月26日
2月 3日

その人をとりまく
多職種で考える
（認知症高齢者の想
い・支援について）

オンライン
（Zoom使用）

事前研修（Zoom
操作）と、講義・
グループワーク。

2021年3月17日
新型コロナウイルス
感染症時代の
在宅医療・介護

オンライン
（Zoom使用）

『安心塾』を多職
種の範囲に拡大し、
オンラインでの開
催。



Zoomでのオンライン研修の様子



今年度の取組み

•安城市看取り体制支援プランの実践

ACP作業部会で専門職向けの手引書等を完成

関係者、市民に周知啓発

•入退院時の連携で問題共有など病院側と在宅側
で認識の相違がある

入退院時情報共有方法の検討会を立ち上げ連

携推進


